
1987年東大文□3  

)12(21)( 2  tbtatf  

0b のとき tatf 21)(   021)1( ≧af  かつ 021)1( ≧af  であればよく、
2

1

2

1
≦≦a  ──① 

0b のとき 

  
b

a
b

b

a
tbb

b

a

b

a
tbbt

b

a
tbbatbttf

2
1

2
21

42
212122)(

22

2

22

22 






































  

0b のとき )(tf は上に凸で、 0)1( ≧f かつ 0)1( ≧f であればよい。 
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0b のとき )(tf は下に凸で、 
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以上①～⑤をまとめると、 ),( ba の存在範囲は右図の通り。 

境界線を含む。 

 

直線 12,12  abab は、それぞれ 
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